
令和７年度「自然観察会」～秋の花でにぎわう森を歩こう（共催）～の記録 

北海道ボランティア・レンジャー協議会 

観 察 会 
「秋の花でにぎわう森を歩こう」 

（自然ふれあい交流館前～エゾユズリハコース～志文別線～大沢コース 約３km） 

Ⓑ：桂コース往復 約2Km） 

 

開催日時 ２０２５（令和７年）９月６日（土）； ９：５０～１２：３０ 

天 候 晴れ（風：１０時 北北東0.7m）日最高気温２７．３℃ 日最低気温１６．０℃（江別） 

参加者数 一般参加者：33人 （班編成：９班） ／ ボラレン：18人（前日の下見会；17人） 

 

 

 

 

 

 

 
観察記録 

 

 

草本 

[開花] ケカナダアキノキリンソウ・エゾトリカブト・ヤブマメ・ハナタデ・イヌ

タデ・ミズヒキ・キンミズヒキ・ヤブタバコ・ミゾソバ・キツリフネ・ウスキツリ

フネ・ムカゴイラクサ・フタリシズカ（閉鎖花）・エゾゴマナ・オオカモメヅル・

メナモミ・オオバセンキュウ・アカソ・ミミコウモリ・ゲンノショウコ・オオアワ

ダチソウ・エゾノコンギク・ノラニンジン・ノラゴボウ・オオカモメヅル 

[果実] コウライテンナンショウ・ツチアケビ・ヤブハギ・オオウバユリ・ケチヂ

ミザサ、 

 

木本 
[開花]  

[果実] ハイイヌガヤ・ホオノキ・コナラ・ノブドウ・サルナシ 

 

シダ 
オシダ・ジュウモンジシダ・ミゾシダ・エゾフユノハナワラビ・オシャグジデン

ダ・コタニワタリ 

野鳥 アカゲラ・コゲラ・カラ類・ウグイス （鳴き声を含みます） 

その他 
エリマキツチグリ・エゾマイマイ・タマゴタケ・サッポロマイマイ・ナツアカネ・アキ

アカネ・カンタン・ミドリヒョウモン・コオロギ類・バッタ類、コクワガタ 

  

 

 

 

感想など 

・親子グループ（未就学児・小学校低学年・両親の計４名）は交流館前で自然体験。虫を捕まえて

虫眼鏡で観察、図鑑の写真と見比べて名前を知る、目隠しをして木の幹に触ってどの木か当てるゲ

ーム、白樺の幹の模様に目のカードを貼って顔を作るゲームなどを楽しんでもらいました。参加者

は、鎌倉から厚真町に移住した一家でした。道外からの移住者の参加も今後増えてくるかも。 

・シダ類の見分け方説明や、糸状菌で命を落としたバッタ、なかなか見られないタマゴタケ

やツチアケビ、エリマキツチグリなどに多くの参加者が興味を示していました。 

・夏の異常高温の影響なのか、木の実が極端に少なく、木本のほとんどが果実レスでした。 

・約3キロ、2時間半余りというやや長いコースだったため、進行ペースが班によって大きく

異なり、若干遅れた班もありました。後半のペース調整が課題です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（記録担当：渡辺健策） 

交流館前で開会式 キツリフネ 

この虫のお名前は？ 

エゾトリカブト        シダ類の見分け方は 

ハイイヌガヤ（果実） 樹の幹にステキな顔を 虫の特徴をよく見て・・ 


